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責
任
あ
る
着
実
な
区
政
の
推
進
を
！ 

練
馬
区
議
会
自
由
民
主
党
（
17
人
） 

　
謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
は
自
民
党
に

対
し
、
何
か
と
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。 

　
さ
て
、
昨
年
は
、
ロ
ン
ド
ン
五
輪
で
の
日
本
選
手
の
活
躍
で
国
民

に
勇
気
と
感
動
を
与
え
て
頂
き
ま
し
た
が
、
大
半
は
不
安
定
な
国
政

の
も
と
、
一
向
に
進
ま
な
い
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
、
景
気

の
低
迷
、
竹
島
・
尖
閣
諸
島
等
に
係
る
近
隣
諸
国
か
ら
領
土
問
題
の

挑
発
等
日
本
の
主
権
を
脅
か
す
事
案
、
凶
悪
な
事
件
・
悲
惨
な
事
故

等
の
連
続
で
こ
の
ま
ま
で
は
日
本
が
危
な
い
、
誰
も
が
そ
ん
な
感
じ

を
も
っ
た
１
年
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
昨
年
12

月
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
の
政
権
交
代
で
、
日
本
再
生
へ
の
新
た

な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
私
た
ち
「
練
馬
区
議
会
自
由
民
主
党
」
は
、
新
た
な
政
権
の
下
、

国
・
都
と
密
接
な
連
携
を
も
っ
て
、
71
万
練
馬
区
民
の
皆
様
に
確
か

な
情
報
を
お
伝
え
し
た
上
で
、
協
働
を
基
本
と
し
た
更
な
る
行
政
改

革
の
推
進
、
健
全
な
る
財
政
運
営
お
よ
び
区
職
員
の
経
営
感
覚
に
基

づ
く
サ
ー
ビ
ス
意
識
の
向
上
等
を
強
く
願
い
、
以
下
の
諸
施
策
を
着

実
に
推
進
し
て
参
り
ま
す
。 

①
自
然
災
害
か
ら
、
区
民
生
活
の
安
全
・
安
心
の
確
保
と
更
な
る
施

　
策
の
充
実
。 

②
地
域
医
療
体
制
の
確
立
、
区
内
病
床
数
の
確
保
、
周
産
期
医
療
・

　
小
児
医
療
・
救
急
医
療
の
充
実
・
強
化
。 

③
産
業
振
興
施
策
、
都
市
農
業
施
策
の
拡
充
と
、
併
せ
て
区
内
事
業

　
者
の
育
成
と
活
用
の
強
化
。 

④
外
環
道
・
大
江
戸
線
延
伸
を
始
め
と
し
た
、
イ
ン
フ
ラ
・
交
通
機

　
関
の
早
期
整
備
。 

⑤
総
合
的
な
子
育
て
支
援
の
拡
充
、
学
力
向
上
支
援
策
の
充
実
。 

⑥
高
齢
者
・
障
害
者
施
策
の
充
実
を
始
め
と
し
た
健
康
福
祉
施
策
の

　
更
な
る
充
実
。 

　
以
上
、
全
て
の
施
策
に
お
い
て
、
財
源
を
確
保
し
な
が
ら
責
任
あ

る
区
政
を
着
実
に
推
進
す
る
こ
と
を
年
頭
に
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
結
び
に
、
本
年
も
区
民
の
皆
様
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
私
た
ち
自
民
党
に
対
し
、
倍
旧
の
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。 

日
本
再
建
。
夢
と
希
望
の
練
馬
を
！ 

練
馬
区
議
会
公
明
党
（
12
人
） 

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
多
幸
と

ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
平
素
よ
り
、
公
明
党

に
対
す
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
１
年
10
か
月
が
経
過
致
し
ま
し
た
が
、

被
災
地
で
は
今
な
お
多
く
の
困
難
が
手
付
か
ず
の
ま
ま
山
積
し
て
お

り
ま
す
。
公
明
党
は
被
災
者
の
声
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
復
興
支
援
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　
さ
て
、
昨
年
は
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
選
手
団
の
活

躍
や
山
中
教
授
が
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
開
発
で
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学

賞
を
授
賞
さ
れ
る
と
い
う
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
反
面
、
領

土
・
領
海
や
ミ
サ
イ
ル
発
射
な
ど
の
外
交
問
題
や
自
然
災
害
と
世
界

金
融
危
機
の
影
響
に
よ
り
、
デ
フ
レ
脱
却
と
過
去
最
大
を
記
録
し
た

貿
易
赤
字
な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。 

　
練
馬
区
で
は
区
議
会
公
明
党
の
要
望
を
取
り
入
れ
、
子
育
て
支
援

と
し
て
保
育
所
待
機
児
童
の
解
消
、
高
齢
者
・
小
児
の
肺
炎
球
菌
予

防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
、
高
齢
者
施
設
整
備
の
推
進
等
、
暑

さ
対
策
と
し
て
小
中
学
校
等
に
ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
設
置
、
経
済
対
策

と
し
て
は
区
内
業
者
を
守
る
た
め
の
景
気
対
策
工
事
発
注
等
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
練
馬
区
で
は
病
床
数
の
不
足
と
い

う
大
き
な
課
題
が
あ
り
、
区
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
新
病
院
建

設
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
少
子
高
齢
化
対
策
、
環
境
問

題
、
区
内
経
済
・
景
気
対
策
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

　
区
議
会
公
明
党
は
今
後
も
区
民
の
皆
様
と
直
結
し
た
生
活
支
援
を

積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

安
全
・
安
心
と
諸
課
題
の
解
決
に
向
け
て 

練
馬
区
議
会
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ（
5
人
） 

　
未
曾
有
の
震
災
か
ら
２
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
復
興

は
道
半
ば
で
あ
り
、
被
災
者
の
１
日
も
早
い
生
活
再
建
と
と
も
に
、

震
災
を
教
訓
と
し
て
、
近
い
将
来
に
発
生
す
る
可
能
性
の
高
い
首
都

直
下
地
震
に
対
す
る
万
全
の
備
え
が
必
要
で
す
。
防
災
対
策
の
強
化

や
耐
震
化
で
10
年
以
内
に
被
害
を
６
割
減
と
す
る
東
京
都
の
防
災
計

画
決
定
を
受
け
、
練
馬
区
で
も
確
実
に
減
災
効
果
を
発
揮
す
る
計
画

の
見
直
し
と
、
地
域
防
災
体
制
の
強
化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

　
以
上
の
よ
う
な
安
全
・
安
心
の
確
保
と
と
も
に
、
多
く
の
区
民
の

願
い
で
あ
る
、
待
機
児
童
の
解
消
、
介
護
施
設
の
充
実
、
地
域
医
療

の
拡
充
等
々
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

人
に
や
さ
し
い
練
馬
に 

生
活
者
ネ
ッ
ト
・
市
民
の
声
・
ふ
く
し
フ
ォ
ー
ラ
ム（
5
人
） 

　
昨
年
は
「
脱
原
発
」
に
こ
だ
わ
っ
て
活
動
し
、
経
済
よ
り
い
の
ち

を
優
先
す
る
市
民
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
確
実
に
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
年
末
の
選
挙
で
は
大
き
な
争
点
に
は
な
ら
ず
、
国
も
都
も

原
発
を
容
認
す
る
政
権
に
な
り
、
危
機
感
を
募
ら
せ
て
い
ま
す
。 

　
今
年
も
「
脱
原
発
」
実
現
に
向
け
て
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
原
発
事
故
で
飛

散
し
た
放
射
性
物
質
の
危
機
管
理
体
制
の
強
化
が
必
要
で
す
。 

　
ま
た
、
住
民
合
意
を
軽
視
し
た
外
環
道
、
関
越
高
架
下
施
設
整
備

な
ど
の
地
域
課
題
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
取

り
組
み
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

憲
法
守
り
、区
民
の
願
い
実
現
へ 

日
本
共
産
党
練
馬
区
議
団（
4
人
） 

　
昨
年
私
た
ち
区
議
団
は
、
区
民
の
暮
ら
し
と
命
を
守
り
、
医
療
過

疎
の
解
消
、
震
災
対
策
の
強
化
な
ど
に
全
力
を
つ
く
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
中
で
は
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
補
助
、
認
可
保
育
園
や
特
養
増

設
、
耐
震
化
予
算
の
増
額
、
こ
ど
も
の
施
設
で
給
食
食
材
の
放
射
能

測
定
な
ど
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
総
選
挙
で
は
、
国
の
失
政
へ
の
怒
り
で
政
権
交
代
を
招
き
ま
し
た

が
、
今
後
も
消
費
税
増
税
や
憲
法
改
悪
な
ど
国
民
と
の
矛
盾
を
深
め

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
今
年
も
憲
法
を
守
り
、
区
民
要
求

前
進
に
む
け
力
を
合
わ
せ
て
い
く
決
意
で
す
。 

守
る
。
こ
ど
も
の
未
来
。
練
馬
の
未
来
。 

練
馬
区
議
会
み
ん
な
の
党（
3
人
） 

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
区
内

の
経
済
活
性
化
・
景
気
の
回
復
・
電
力
改
革
に
ミ
ニ
マ
ム
な
視
点
で

取
り
組
む
一
方
、
子
ど
も
達
に
莫
大
な
借
金
を
ツ
ケ
廻
さ
ぬ
よ
う
、

ム
ダ
の
削
減
を
基
本
柱
と
し
、
区
政
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
増

大
す
る
生
活
保
護
費
ヘ
の
対
応
や
老
朽
化
す
る
区
有
施
設
や
区
道
の

維
持
管
理
、
膨
大
な
改
修
改
築
費
の
負
担
が
引
き
続
き
大
き
な
課
題

で
す
。
子
ど
も
達
か
ら
高
齢
者
の
皆
様
ま
で
「
み
ん
な
」
が
主
役
の

持
続
可
能
な
区
政
の
為
、
区
民
の
皆
様
と
と
も
に
歩
ん
で
参
り
ま
す
。 


